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　言葉は世界をつなぐ平和の礎。1987年の開学以来、本学
はこの建学の理念のもと、言葉のスペシャリストを育ててき
た。私たちが住む地球上には宗教対立や移民問題、通商摩
擦などさまざまな課題が山積みになっている。またインター
ネットの普及、急速なグローバル化やAIの台頭と少し前には
考えられなかったような大きな変化が生じている。新しい時
代に必要な、新しい学問とはなにか。私たちは世界の課題に
挑戦する強い意志と幅広い教養をもち、世界の平和と繁栄
に貢献できる人材を育成するために2021年度グローバル･
リベラルアーツ学部（仮称）の新設を構想している。
※ 設置計画は予定であり、内容に変更がある可能性があります。

　新学部の大きな特徴の1つは、入学直後から始まる6カ月間のグローバル･
チャレンジ･タームである。本格的な教養教育がスタートする前に、学生が主体と
なって「何のために学ぶのか」「どのように能力や関心を育てていくのか」「社会の
中でどのように自己実現していくのか」を深く考察する。ターム中には全学生が
参加必須となる海外スタディ･ツアーがある。約3週間、海外でグローバルな感
性、多文化共生力、問題解決能力を醸成していく。

　グローバル・リベラルアーツ学部（仮称）では、学生の多様で深いグローバル認
知力を涵養するため2回の留学を必修としている。入学間もない1年次前期に多
文化共生の国々に飛び込み、多様な価値観を肌で感じながら、実学を通して教養
を学ぶ。また、3年次後期にはニューヨークの州立大学に留学することで、世界が
抱える課題の解決に向けて学びを更に深めていく。実践と理論を通して、国際教
養を体系的に学んでいく。

1年次前期「海外スタディ・ツアー」
　入学直後の6，7月に「インド」「リトアニア」「マレーシア」等に約3週間留学。異文
化・異環境の下、平和、多様性、多民族、教育格差、移民・難民問題など世界で起
こっている課題を学修し、1年次後期以降の学修の動機づけとすることを目的とし
ている。

3年次後期「ニューヨーク州立大学（SUNY）における長期留学」
　SUNY（State University of New York）の7つの大学と国際協定を結び、3
年次後期に1セメスター（約4カ月）の長期留学を実施。各大学の学生寮に入り、
現地の学生とともにPeace StudiesやAsian Studiesなど学生の興味・関心に
応じたさまざまな分野の学修が可能である。

　新学部のコンセプトはGlobal Liberal Arts 
for Peace（平和のためのグローバル教養）であ
る。少人数教育で、入学から卒業まで多彩な教
員や 学 生と議 論しな がら「 H u m a n i t i e s 」

「Societies」「Global Studies」の領域における
国際教養科目を学習していく。『多様性と社会』

『現代社会とイノベーション』『宗教文化論』など
幅広い教養を身につけ、多様な文化背景をもつ
人々と協働して世界の平和と繁栄に貢献できる
人材を育成する。

言 葉 は 世 界 を つ な ぐ 平 和 の 礎
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Concept

グローバル･チャレンジ･ターム&海外スタディ･ツアー（仮称）

全学生必修、2回の海外留学

2021年度グローバル･リベラルアーツ学部（仮称）が始動。
新しい時代の、新しい学部を。［設置構想中］
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卒業生アンケート2018卒業生アンケート2018

　千葉県南総文化ホール（館山市）において、「第10
回国際交流フェスタ in AWA 千葉県在住外国人に
よる日本語スピーチコンテスト」（千葉県南総文化
ホール主催）が開催され、本学留学生別科の交換留
学生が見事上位に入賞した。
　初級の部において最優秀賞を受賞したIsmael 
Honorio da Silvaさんは、「私の大切な筆」という
テーマでスピーチを行った。母国で先生にもらった
という筆に刻まれていた言葉「天地相含」の意味を
ブラジルと日本の両国で探り、これまでの留学生活
や母語であるポルトガル語“Saudage”と結びつけ
ながら、鮮やかに結論づけた。
　上級の部で最優秀賞および観客賞を受賞した 
Jean Pratiwi Nendrihaeniさんは、「恩返しって貴重なものでしょうか」というテーマで堂々とスピー
チを行った。日本人は親を大切にしているのかという疑問点を自身の経験や孤独死問題から挙げ、母国
の例を述べながら、親への恩返しの大切さを観客に訴えかけた。上級の部では、他の受賞者3名を含
め、すべての賞を本学留学生別科の交換留学生が受賞した。

　「第13回日本でタイ語を学
ぶ大学生のためのタイ語弁
論大会」が本学ミレニアム
ホールにて開催された。
　今年は「誇り：胸を張れるこ
と」をテーマに5大学の学生
が普段学習している成果を発
揮した。受賞者は以下の通り。

「第10回国際交流フェスタ in AWA 千葉県在住外国人「第10回国際交流フェスタ in AWA 千葉県在住外国人
による日本語スピーチコンテスト」による日本語スピーチコンテスト」[2018年12月9日(日)][2018年12月9日(日)]

「第13回タイ語弁論大会」「第13回タイ語弁論大会」[2018年12月15日(土)][2018年12月15日(土)]

弁論大会・スピーチコンテスト
※学年は受賞時のもの

▪受賞者▪受賞者
【初級の部】
　最優秀賞：Ismael Honorio da Silva
　　　　　　（ブラジル/ジュイスジフォーラ連邦大学からの交換留学生）

【上級の部】
　最優秀賞・観客賞：Jean Pratiwi Nendrihaeni
　　　　　　　　　（インドネシア/アトマジャヤ大学からの交換留学生）
　優秀賞：彭 心琪（中国/大連大学からの交換留学生）
　審査員特別賞：陳 立勤（台湾/実践大学からの交換留学生）
　館長賞：Charoensin Samadchaya（タイ/シーナカリンウィロート大学からの交換留学生）

実施期間 ： 2018年12月～2019年3月
告知方法 ： 卒業生Facebook および2018年12月8日（土）ホームカミングデー参加者
実施方法 ： Googleフォームを使用したWebアンケート
　　　　　※ホームカミングデー参加者の一部は紙のアンケート用紙を使用
回答所要時間 ： 約10分　　対象者 ： 卒業生　　有効回答数 ： 196件

〈アンケート結果一部掲載〉

　神田外語大学・学院では全国高校向けの広報活動をより充実させるべく、お住まいの地域周辺の高校を
訪問し、先生や生徒に大学、学院の紹介を行う「神田外語進学アドバイザー」を募集しています。
　1994年にスタートした制度で、現在、北海道、福島、栃木、群馬、埼玉、茨城、千葉、東京、神奈川、長野、静
岡、新潟、富山、福岡地域にて、計46名のスタッフが活動しています。
今回、以下の地域の方を特に募集いたします。
山梨県、栃木県宇都宮市以北、新潟県、群馬県、東京都（世田谷区、杉並区、中野区）

〔応募資格〕
◦�神田外語大学または神田外語学院をご卒業後、3年以上の職務経験がある60歳未満の方。
◦平日の昼間に高等学校への訪問、ガイダンス参加が可能であること。
◦�進学アドバイザーとして指定の研修（年6〜7回）に参加可能であること。
◦�基本的なPC操作（インターネット,�メール,�Word,�Excel）ができること。
◦日常会話程度の英語力があること。
◦�自宅PCやスマートフォンにてPDFファイルを確実に閲覧できること。

ご興味がある方は必要事項（氏名〈フリガナ〉、既婚の方は旧姓、卒業年及び学科・専攻、現住所、電話番号）を記入し、下記問い合わせ先までメールにてご連絡ください。 応募締切 ： 2019年8月30日（金）
神田外語大学�広報部�進学アドバイザー募集係��担当：寺田（てらだ）、原（はら）　〒261-0014��千葉市美浜区若葉1-4-1��TEL：043-273-2826�/�FAX：043-273-2988��E-mail：teradam@kanda.kuis.ac.jp、hara-t@kanda.kuis.ac.jp
※ ご記入いただく個人情報は、神田外語進学アドバイザー担当、及び神田外語グループからさまざまなご連絡をする目的にのみ使用いたします。

お問い合わせ先

「神田外語進学アドバイザー」 新規スタッフを募集

　卒業生の意見を今後の大学運営に活かすため、卒業生を対象としたアンケート（試行調査）を実施した。
設問や選択肢は、本学が加盟するIRコンソーシアム（全国57の国公私立大学が加盟）の共通項目を使用。
回答者からは授業や学生生活の高い満足度と母校の発展に期待する声が寄せられた。

（１）【大学入学時と大学生活】
　  ①入学試験形態　②志望順位　③授業科目・課外活動の熱心度
　  ④身についた能力　⑤海外渡航歴　⑥教育・研究・大学生活の満足度

（２）【卒業後の大学とのつながり】
（３）【就職状況】
　  ①初職の業種・就業形態　②初職の志望・選択理由　③現職の職種・職階・年収等
　  ④キャリアパスの満足度　⑤海外勤務経験　⑥英語検定試験スコア

（４）【社会で求められる能力】（１）④と共通
（５）【回答者属性】
　  ①卒業学科・専攻　②性別　③高校卒業時・現在の居住地　④現在の学習時間/週

※このグラフは、同じ項目で質問した「在学中に身についた能力」と「社会で求められる能力」について、その回答を４段階で数値化をして平均値を比較したもの。

調
査
項
目

　「第36回全日本中国語スピーチコンテスト全国大会」において、アジア
言語学科中国語専攻4年生の畔蒜香純さんが大学生部門第3位と日中
友好会館賞を受賞した。1位～6位は以下の通り。

第1位　熊本県（熊本学園大学）
第2位　愛知県（愛知県立大学）
第3位　千葉県（神田外語大学）

第4位　大阪府（立命館大学）
第5位　埼玉県（國學院大學）
第6位　神奈川県（慶應義塾大学）

「第36回全日本中国語スピーチコンテスト全国大会」「第36回全日本中国語スピーチコンテスト全国大会」
にて第3位を獲得にて第3位を獲得[1月13日(日)][1月13日(日)]

【参加校】
（五十音順）宇都宮大学、大阪大学、神田外語大学、
慶應義塾大学、立命館アジア太平洋大学

▪受賞者▪受賞者
【最優秀賞(全カテゴリーから2名)】
有馬 範子（神田外語大学 3年）
朴 苑善（大阪大学 4年）

【カテゴリー1：2年生の部】
１等 賞　雨谷 香奈（神田外語大学 2年）
２等 賞　田川 朋佳（大阪大学 2年）
３等 賞　佐々木 紅葉（神田外語大学 2年）
努力賞　高橋 亜実（大阪大学 2年）

【カテゴリー2：3,4年生の部】
１等 賞　横井 志帆（大阪大学 3年）
２等 賞　小出 萌香（神田外語大学 3年）
３等 賞　井浦 千裕（立命館アジア太平洋大学 3年）
努力賞　小松 一樹（神田外語大学 4年）
　　　　原山 将輔（慶應義塾大学 4年）
　　　　鈴木 桃（立命館アジア太平洋大学 4年）

【カテゴリー3：6ヵ月以下のタイ留学経験をもつ学生】
出場者なし

【カテゴリー4：6ヵ月より長いタイ留学経験をもつ学生】
１等 賞　朴 苑善（大阪大学 4年）
２等 賞　大川 裕（宇都宮大学 4年）
３等 賞　鬼原 明日香（神田外語大学 4年）
努力賞　山村 香菜恵（神田外語大学 4年）
　　　　上月 咲季（大阪大学 4年）
　　　　リ ジェミョン（立命館アジア太平洋大学 4年）

【カテゴリー5：タイ人の親をもつ学生】
１等賞　有馬 範子（神田外語大学 3年）
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神田外語大学ボランティアセンター活動報告神田外語大学ボランティアセンター活動報告神田外語大学ボランティアセンター活動報告
　ボランティアセンターは、今年度で設立から7年を迎え、2018年度1年間のボランティア参加者数は延べ616名となった。今年はラグビーワールドカップ、2020年には世界的なスポーツ
の祭典でのボランティアの活躍が注目されているなかで、学生のボランティア活動への関心も高まっている。今後もボランティアセンターでは、学生が国内外のボランティア活動に積極的に
参加できるよう、機会の提供と支援体制を整えていく。

　3月25日（月）～27日（水）の3日間、公益財団法人日本バスケットボール協
会、及び、公益財団法人ジャパン・プロフェッショナル・バスケットボールリーグ
主催の「B.LEAGUE U15 CHALLENGE CUP 2019」にて、2名の学生が言
語サービスボランティアとして参加した。
　U15の日本（4チーム）、オーストラリア（1チーム）、韓国（1チーム）による親
善試合において、主にオーストラリアチームに対し、開催初日のオープニング
セレモニーの言語サービス、試合中および試合前後の選手と審判・日豪選手同士の交流時や、最終日の表彰
式における言語サービス、試合期間中の近隣施設への同行などのサポートを行った。

　3月16日（土）、千葉県立保健医療大学が実施している「中国帰国家族を
支援する会」への健康支援（血圧測定・体力測定）が高洲コミュニティーセン
ター（千葉県千葉市美浜区）にて行われ、2名の学生が言語サービスボラン
ティアとして参加した。
　家族会の会員には高齢の方が多く、学生たちと接することでいつも以上
に笑顔が多く見られた、などの声をいただいた。
　一方、参加学生からは「自己紹介の際に中国語で少し話しただけでした
が、とても褒めていただき嬉しかった。可能であれば同時通訳もお願いした
いと言われたが、まだその領域に達しておらず、できなかったことが悔しかった」、「健康に関しての中国語用語
の知識も今後増やしていきたい」、「中国語を聞くことはできても話すことが上手くできなかったため、これか
らはもっと中国語を話すこと、使っていくことをメインに自主学習を進めていきたい」などの感想が寄せられ、
中国語を学んでいく学生にとって今後の励みになる有意義な機会となった。

　2月16日（土）、17日（日）の2日間、一般社団法人 全日本テコン
ドー協会主催の「第12回全日本テコンドー選手権大会」が千葉ポート
アリーナにて開催され、4名の学生が運営補助ボランティアとして参
加した。
　学生たちは、防具のチップの交換やスコアの記入など、大会運営及
びパラリンピック競技の補助や試合用具の管理の役割を担った。
　参加した学生からは、「いかに選手に気持ちよく試合を行ってもら
うか、を常に考え行動をした。今後も大会の運営ボランティアに携わ
る時は、選手のことを考え活動するように心がけ、自分の仕事を全うしたい」とのコメントが寄せられた。

　2月11日(月・祝日)、ジュニア合気道記念大会が浦安市総合体育館で行われ、日本、アルゼンチン、イギリ
ス、ウクライナ、オーストラリア、南アフリカ、ロシアの3歳から18歳の選手約600名が参加した。
　本学からは計10名の学生が、大会運営スタッフと選手の間での言語サービスボランティアとして活躍した。
　参加した学生からは「運営スタッフと外国人選手をつな
ぐ橋渡しの役目を担い、初めは不安を感じていたが、試合
が滞りなく進行したこと
で、大会の運営に役立つ
ことができたと感じた」

「困っている人には積極
的に声をかけ、臨機応変
な対応が重要であるこ
とを学んだ」などの感想
が寄せられた。

「B.LEAGUE U15 CHALLENGE CUP 2019」言語サービスボランティア「B.LEAGUE U15 CHALLENGE CUP 2019」言語サービスボランティア

「中国帰国家族を支援する会」健康支援　中国語言語サービスボランティア「中国帰国家族を支援する会」健康支援　中国語言語サービスボランティア

「第12回全日本テコンドー選手権大会」運営補助ボランティア「第12回全日本テコンドー選手権大会」運営補助ボランティア

「第15回ジュニア合気道記念大会」言語サービスボランティア「第15回ジュニア合気道記念大会」言語サービスボランティア
2018年度ボランティア活動実績

ボランティア名 日程 人数
千葉日大第一中学校英語学習補助ボランティア（前期） 4月2日（月）～8月31日（金） 6
日本エアロビック連盟Suzuki WC言語サービスボランティア 4月21日(土)・22日(日) 3
C&C Japanゴールボール日本代表チーム合同合宿言語サービスボランティア 4月27日（金）～30日（月） 5
タイフェスティバル言語サービス・運営補助ボランティア（A日程） 5月11日（金）～13日（日） 1
タイフェスティバル言語サービス・運営補助ボランティア（B日程） 5月12日（土）・13日（日） 1
東京ヤマソン運営補助ボランティア 5月12日（土） 15
WDSF世界ユースブレイキン選手権言語サービスボランティア 5月17日（木）～21日（月） 13
スパルタンレース運営補助ボランティア 5月19日（土） 19
幕張新都心クリーンの日（春）清掃活動ボランティア 5月23日（水） 2
レッドブル・エアレース千葉2018運営補助ボランティア 5月26日（土）・27日（日） 26
第14回幕チャリ×ソラビト 5月27日（土） 60
TOKYOベイエリアナイトラン（第一回）運営補助ボランティア 6月8日(金） 11
カラテドリームフェスティバル2018国際大会言語サービスボランティア 6月22日（金）～24日（日） 8
幕張ベイタウン商店街翻訳ボランティア 7月～8月 2
千葉市立打瀬小学校留学生文化交流ボランティア 7月11日（水） 6
ブラジルフェスティバル運営補助ボランティア 7月14日（土）・15日（日） 42
女子ソフトボールニュージーランド代表チーム等による
少年少女ソフトボール教室言語サービスボランティア 7月27日（金） 1

FIBA 3x3 World Tour Utsunomiya Masters 2018言語サービスボランティア 7月28日（土）・29日（日） 3
スコアサマーキャンプ運営補助ボランティア 7月30日（月）～8月16日（木） 8
国際ボランティアプロジェクト 7月～9月 11
オセアニア環境保護ボランティア 7月～9月 3
オセアニア幼稚園ボランティア 7月～9月 6
アメリカボランティア 7月～9月 2
アメリカボランティア（教師アシスタント） 7月～9月 1
台湾ボランティア 7月～9月 2
第16回世界女子ソフトボール選手権大会言語サービスボランティア 8月1日（水）～12日（日） 46
東日本大震災復興教育ボランティア（宮城県亘理町） 8月6日（月）～8月10日（金） 27
サマーソニック千葉物産展 8月18日（土）・19日（日） 8

「えいごであそぼ」英語講師ボランティア 8月22日（水）～24日（金） 7
京都大覚寺日本文化体験＆寺院案内（言語サービスを含む）ボランティア 8月22日（水）～24日（金） 8
千葉日大第一中学校英語学習補助ボランティア（後期） 9月1日（土）～3月30日（土） 1
千葉市海浜アクアスロン大会運営補助ボランティア 9月8日（土）・9日（日） 34
TOKYOベイエリアナイトラン（第2回）運営補助ボランティア 9月21日（金） 14
フィエスタメヒカーナ運営補助ボランティア 9月22日（土）～24日（月） 33
幕張南小学校ニュージーランド交流会言語サービスボランティア 9月25日（火） 24
台湾大学モニターツアーアテンドボランティア 9月25日（火）・26日（水） 2

公文イングリッシュイマージョンデイ運営補助ボランティア（横浜） 9月29日（土）
※30日（日）は荒天のため中止 5

幕張本郷中学校タイ語サポートボランティア 10月1日（月）～3月22日（金） 4
輸出EXPO言語サービスボランティア（森白製菓） 10月10日（水）～12日（金） 3
幕張新都心クリーンの日（秋）清掃活動ボランティア 10月11日（木） 1
公文イングリッシュイマージョンデイ運営補助ボランティア（藤沢） 10月13日（土）・14日（日） 3
東京・葛飾ウルトラマラソン運営補助ボランティア 10月20日（土） 3
公文イングリッシュイマージョンデイ運営補助ボランティア（静岡） 10月20日（土）・21日（日） 1
幕張ベイタウンハロウィンパーティ2018運営補助ボランティア 10月21日（日） 12
ちばアクアラインマラソン（ハーフ会場）言語サービスボランティア 10月21日（日） 4
ちばアクアラインマラソン（メイン会場）言語サービスボランティア 10月21日（日） 8
流山おおたかの森高校外国人生徒サポートボランティア 10月～3月 2
第1回チバテレビ4時間リレーマラソンin MAKUHARI 
運営補助ボランティア 11月10日（土） 24

「英語で楽しむ親子おはなし会」読み聞かせボランティア 11月10日（土）・17日（土） 4
幕張南小学校「学びフェスタ」講師ボランティア 11月17日（土） 9
サンタクロースイベント言語サービスボランティア 11月17日（土）～28日（水） 5
千葉市植樹ボランティア 11月24日（土） 2
幕張ベイタウンマラソン大会運営補助ボランティア 12月16日（日） 13
成田国際空港スカイリウムコンサート言語サービスボランティア 2019年1月18日（金） 1
タイ大学生モニターツアーアテンドボランティア 2019年1月22日（火）・23日（水） 1
オセアニア環境保護ボランティア 2019年１月～３月 1
オセアニアチャイルドケアボランティア 2019年１月～３月 2
インドネシア日本語教師アシスタント 2019年１月～３月 1
国際ボランティアプロジェクト 2019年１月～３月 4
カナダ動物NPO活動支援 2019年１月～３月 2
中学生「東京駅伝」大会運営補助ボランティア 2019年2月3日（日） 3
IIBC第15回ジュニア合気道記念大会言語サービス・運営ボランティア 2019年2月11日（月） 10
全日本テコンドー選手権大会運営補助ボランティア 2019年2月16日（土）・17日（日） 4
平成30年度千葉・県民音楽祭言語サービスボランティア 2019年3月2日（土） 2
国際食品・飲料展FOODEX2019言語サービスボランティア 2019年3月5日（火）～8日（金） 2
ホノルルフェスティバル運営ボランティア 2019年3月5日（火）～13日（水） 7
こども歌舞伎公演チラシ翻訳ボランティア 2019年3月10日（日） 2
中国帰国家族を支援する会健康支援中国語言語サービスボランティア 2019年3月16日（土） 2
IIBC B.LEAGUE U15 CHALLENGE CUP 2019言語サービスボランティア 2019年3月25日（月）～27日（水） 2
NPO法人さざんかの会夢のふなっこ学習サポートボランティア 2018年度前期・後期 6

※日本人講師（12回）と外国人
　講師（12回）が交互に担当

6ヵ月集中ビジネス英語
強化プログラム

【お問い合わせ】 神田外語Extension事務局
〒101-8525 東京都千代田区内神田2-13-13　
TEL：0120-655-055(10:00～18:00 ※日・祝日を除く)
E-mail：extension@kandagaigo.ac.jp　URL：https://www.kandagaigo.ac.jp/extension/

「無料説明会」開催中！ 
詳しくは

検索神田外語エクステンション

本気でビジネス英語力を身につけたい社会人の方対象 ★英語上級者の方に特にオススメです。

ビジネス英語力が必要な社会人向け 平日夜間・土曜午後 コース（振替可）

入会金 ： 
授講料 ： 

32,400円（消費税込）
356,400円（消費税込）

入会金 ： 無料
授講料 ： 285,120円（消費税込）

卒業生特別割引アリ

オンライン動画学習
（週2本×24週間）

オンライン英会話
（週2回×24週間）

対面授業（120分@KIFL）
（週1回×24週間）

卒業生

コースは2レベル
（コース）

（TOEIC）

S
800

A
600

※2019年11月期募集より、授業料改定予定

神田外語大学同窓会では、部活、サークルのOB・OG会やクラス会の開催を支援する制度を平成22年
3月からスタートしています。
代表者が同窓会費を納入済で5名以上の卒業生が参加する会であれば、参加者１名につき¥1,000を支
援します（※ただし年度内に1回限り）。また教職員の方も支援対象となります（※退職された方も含む）。
詳しくは下記大学ホームページをご覧下さい。ご不明な点がございましたら、同窓会事務局までお気軽
にお問い合わせください。卒業生の皆様のご利用をお待ちしております。

神田外語大学同窓会事務局　〒261-0014千葉県千葉市美浜区若葉1-4-1
TEL    043-273-2519　Email    almn@kanda.kuis.ac.jp
受付時間　9:00～17:15 （土日・祝日、年末年始・入試期間・GW・お盆などの大学閉鎖期間を除く）

支援制度に関するお問い合わせ

KUIS卒業生交流会支援制度のご案内KUIS卒業生交流会支援制度のご案内

KUIS卒業生交流会支援制度KUIS卒業生交流会支援制度
https://www.kandagaigo.ac.jp/kuis/dosokai/shien/



神田外語大学報　第53号

（4）

Kuis News File　　※学年は活動時のもの

インド英語会話モジュール公開

　本学と東京外国語大学の共同開発による無料
ウェブ教材「世界の英語モジュール」の第8弾となる

「インド英語会話モジュール」が公開された。アメリ
カ英語、イギリス英語、オーストラリア英語、ニュー
ジーランド英語、カナダ英語、アイルランド英語、シ
ンガポール英語に続くモジュールとして、インド英語
が新しく加わる形となった。
　インドの民族的・言語的多様性を反映した極めて
複雑な英語について、丁寧な発音と語彙の解説付き
で40の会話シーンを紹介。大学レベルの学習者の
みならず社会人や中高生など、さまざまな学習者のリスニング強化に寄与する教材となっている。
　インド英語のスクリプトは、デリー大学言語学科のShobha Satyanath先生のご指導のもと、英
語学専攻博士課程のRicha SharmaさんとPratibha Bhattacharyaさんが作成した。撮影は
2018年7月、来日したShobha先生とRichaさんを交え、数日間かけて行われ、本学のスタジオで22
シーン、東京外国語大学のスタジオで18シーンを収録した。

「英語モジュール」は、神田外語大学と東京外国語大学の研究者の共同開発によるウェブ教材で、
世界で使用されている英語のさまざまな社会言語学的変異を含んだ会話を通じて、現代英語の多
様性を学習することを目的として開発された。本プロジェクトは、2012年から日本学術振興会の
科学研究費助成事業の補助金を受領して実現しているため、教材はすべて無料で公開している。

卒業記念植樹を実施

　卒業式を目前に控えた3月14日(木)、卒業記念植樹
が行われた。
　この記念植樹は毎年学友会執行部の学生が企画し、
佐野元泰理事長、宮内孝久学長、教職員、学生たちが
集い、記念樹木である桜の苗木の植樹を行っている。
　「ラパスから6号館へとつながる廊下の横の緑地は
過去の記念植樹でいっぱいになり、数年前から7号館
と食神を結ぶ通り沿いのグラウンドに植樹している。
桜がどんどん成長し、『さくらロード』となる日を楽しみ
にしている」と佐野理事長から学生へ労いの言葉が届けられた。
　また、宮内学長からは、「卒業記念植樹ということで、本学から旅立った卒業生が数年後、成長した
姿でこの記念植樹を見にキャンパスを訪れてくれると嬉しい。これまで植えた桜の苗木はまだまだ細
く小さいが、枯れずに少しずつでも成長してくれることを祈っている。学生たちの成長にも、同じこと
を想っている」と温かいメッセージが贈られた。
　今回も東日本大震災復興支援活動を行う一般社団法人福志会の「ふくしまサクラモリプロジェク
ト」から福島の桜の苗木を取り寄せて植樹を行い、苗木購入費用は被災地および復興支援活動へ寄
付された。植樹式では、本学で東日本復興支援活動を行っている学生団体MAKE SMILEのメンバー
から活動を通して感じた被災地の復興の様子が語られた。
　植樹された桜の苗木が立派に成長し、キャンパスがより明るく爽やかな雰囲気に包まれることを期
待したい。

アメリカ・ニューヨーク州立大学ニューパルツ校と大学間交換
協定を締結

　2月15日(金）、本学はアメリカ・
ニューヨーク州立大学ニューパルツ
校と両校の交流・発展の促進を目的と
した大学間交流協定を締結した。
　ニューヨーク州立大学（SUNY）
ニューパルツ校は、64校から成る全
米最大級の大学機構の1校で、1828
年に創立され、教養学部、美術工芸・
芸能学部、教育学部、理工学部、商学
部など100以上に及ぶプログラムを
提供しており、さまざまな企業や国際連合などの公共機関でのインターンシッププログラムも充実
している。
　調印式には、本学から佐野元泰理事長、金口恭久副学長が出席し、SUNYニューパルツ校のBruce 
Sillner国際部長と佐野理事長が学術交流協定書及び学生交流覚書に署名を行った。
　今回の学術・学生交換協定締結を機に、学術交流・学生交流の更なる発展が期待される。

「第15回毎日大学フォーラム」に宮内孝久学長が登壇

　3月6日（水）、グローバル化や少子高齢化など時代の
変化の中での大学のあり方をテーマに、愛知県名古屋市
で開催された「第15回毎日大学フォーラム」（主催：毎日
新聞 後援：文部科学省）に、宮内孝久学長が登壇された。
同フォーラムは、今回で15回を迎え、高等教育業界にお
ける有識者を対象に開催されている。
　宮内学長は第1部の講演、第2部のパネルディスカッ
ションに登壇され「グローバル化、少子高齢化…時代の荒波に立ち向かう『大学』のあり方を考える」
というテーマの下、本学の具体的な取り組みについて話された。

宮内孝久学長コメント（抜粋）
　世界の人々と正々堂々と渡り合える逞しい若者を育てたいと思います。
　それにはよく考え、幅広い教養を身につけなければなりません。学生たちには自分の専攻する言
語の地域だけでなく、アフリカ、インド、中東地域にも興味をもってもらいたい。多様な価値観、宗教
や風習とふれ合い、それらの違いを理解することは自分自身を知ることにもつながります。外国語の
学習においてはTOEIC、TOEFLで高得点を取ることだけを目標にするのではなく、広く世界を知り、
自ら考え、積極的に議論をする力も身につけてほしい。そして卒業後も一生学び続ける人材へと成長
してもらいたい。このような人材を育てることが僕の使命だと考えています。そのためにも、学長で
ある僕自身が授業やオリエンテーションで学生と対話する機会をたくさん作り、学びのおもしろさを
伝えていきたいと考えています。

KUIS×JR東日本特別講演会「通訳ボランティアが変えた人間力と
キャリア形成」を実施

　2018年12月21日（金）本学にて、
KUIS×JR東日本特別講演会「通訳ボ
ランティアが変えた人間力とキャリ
ア形成」が実施された。講演会は、朴
ジョンヨン准教授のスポーツ文化論
Bのクラス内で開催され、約70名の
学生が参加した。
　当日は東日本旅客鉄道株式会社 
東京駅助役 竹岡美砂氏と、数々のス
ポーツに関する言語サービスボラン
ティアや東京駅での活動を行ってきた国際コミュニケーション専攻4年の眞壁ひとみさんが登壇し、
キャリア形成とグローバル人材について考えた。
　第1部では、竹岡氏より日本で開催される世界的なスポーツの祭典に向け、JR東日本が求める人
材像についてご講演いただき、JR東日本の今までにない新しい取り組みやキャリア例についてもお
話しいただいた。
　第2部では、眞壁さんが登壇し、平昌冬季オリンピックとJR東京駅のボランティア経験から得たも
のについて語った。「通訳ボランティア育成セミナー」修了後、2016年より東京駅での外国人案内

（英語・韓国語）をはじめ、2018平昌冬季オリンピック等の数々の世界的なスポーツ大会における言
語サービスボランティアの経験を経て、言語運用能力の向上はもちろんのこと、成長した人間力や
キャリアアップについて語り、講演後も参加者から多くの質問や相談が寄せられた。
　神田外語グループとJR東日本は2018年に包括連携協定を結び、地域貢献と人材育成の推進を
目的に今後より一層連携を強めていく。 第89回外務省在外公館派遣員試験に合格

　第89回外務省在外公館派遣員試験に在学生７名、
姉妹校・神田外語学院在学生1名が合格した。
　今回合格した8名をはじめ、本学と神田外語学院の
在学生・卒業生52名(2019年7月現在)が世界のさま
ざまな国で活躍している。 
　今回合格した8名は以下の通り。

中村 優月中村 優月(英米語学科4年)
　【派遣先】在オーストラリア日本国大使館 

河野 朱音河野 朱音(英米語学科4年)
　【派遣先】在ハンブルグ日本国総領事館

望月 湖晴望月 湖晴(英米語学科3年)
　【派遣先】在タイ日本国大使館

横川 舞夏横川 舞夏(中国語専攻3年)
　【派遣先】在広州日本国総領事館

吉永 眞衣夏ジャネシィ吉永 眞衣夏ジャネシィ(国際コミュニケーション専攻4年)
　【派遣先】在インドネシア日本国大使館

大野 雄飛大野 雄飛(英米語学科4年)
　【派遣先】在イスラエル日本国大使館 

西濱 海南央西濱 海南央（国際ビジネスキャリア専攻3年）
　【派遣先】在ダバオ日本国総領事館

望月 幹太望月 幹太（神田外語学院グローバルコミュニケーション科2年）
　【派遣先】在サウジアラビア日本国大使館

神田外語大学 グローバル・コミュニケーション研究所　久保谷 富美男
TEL：043-273-2324���E-mail：kubotani@kanda.kuis.ac.jp

この外務省在外公館派遣員試験の対策を含む勉強会『「∞」グローカル教養講座』はグローバル・コミュニケー
ション研究所が主催しています。在学生・卒業生の皆さんも希望する方は、いつからでも勉強会に参加可能です
ので下記までお問い合わせください。

※学年は合格当時のもの
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　町田明広准教授の著書『薩長同盟論　幕末史の再構築』が
株式会社人文書院より刊行された。日本人であれば誰でも
知っているであろう「薩長同盟」を史実に忠実に解説し、かつ
最新の研究を反映した一冊。昨今、幕末史のみならず、さまざ
まな史実が事実のように扱われることが多く見受けられる。
本書では、幕末史における虚説を正し、幕末初心者の方々に
も分かりやすい叙述によって、薩長同盟の新説を記した。
著者：�町田明広(国際コミュニケーション学科准教授、�

日本研究所副所長)　
発行：株式会社人文書院
判型：四六判並製
頁数：270頁
定価：本体2,200�円＋税
ISBN：978-4-409-52074-1

『薩長同盟論　幕末史の再構築』

著者：知念�渉(国際コミュニケーション学科講師)　
発行：青弓社
判型：四六判並製
頁数：276頁　
定価：本体�2,400�円＋税　
ISBN：978-4-7872-3445-2

　知念渉講師の著書『〈ヤンチャな子ら〉のエスノグラフィー 
ヤンキーの生活世界を描き出す』が青弓社より刊行された。
高校で〈ヤンチャな子ら〉と3年間をともに過ごし、高校を中
退・卒業してからも継続して話を聞くことで、彼らの等身大の
姿を丁寧に捉え、集団の内部の亀裂、地域・学校・家族との軋
轢、貧困や孤立など、折り重なる社会的亀裂を抱える若者の

「現場」から、分断や排除に傾かない社会関係の重要性を指し
示す。

『〈ヤンチャな子ら〉のエスノグラフィー　
　　　ヤンキーの生活世界を描き出す』

著者：�柴田真一(キャリア教育センター特任教授)�
神藤理恵(会議通訳者、学習院大学非常勤講師)　

発行：NHK�出版　
判型：A5判並製　
頁数：280頁　
価格：本体1,800�円＋税　
ISBN：978-4-14-035161-1

　柴田真一特任教授の著書『英文ビジネスeメールの教科書 
書き方の基本から応用表現まで』がNHK出版より刊行され
た。同書は、プロ会議通訳者の神藤理恵氏と共に執筆した、
ビジネスシーンにおける英文eメールの最新のノウハウを記
した一冊。まるごと使える基本メールの文章が記載してあり、
入社時、退職時の挨拶やクレーム、出張の手配など、リアルな
場面を想定したシーン別の事例を多数紹介している。

『英文ビジネス e メールの教科書 
　　　書き方の基本から応用表現まで』

新元号「令和」 − 神田外語グループ著『全文英訳万葉集』 
≪THE MAN’YO – SHU≫を世界へ

　神田外語グループは1991年4月6日に、7世紀後半から8世紀後半にかけて編まれた、日本に現存す
る最古の和歌集である『万葉集』の英訳版『全文英訳万葉集≪THE MAN’YO - SHU≫』を発行した。
これは、本学の創立から教鞭をとった、故須賀照雄教授が「世界平和達成の為には他民族の文化を知
り、理解することが重要な要素になる」と説き、「その為にも日本民族がもつ貴重な文化遺産である万
葉集を世界の人々に知ってもらいたい」という想いから実現した。4516首、20巻からなる万葉集のす
べてが東洋詩特有の5-7調のリズムで英訳されており、このリズムで英訳されたものは世界で初めて
とされている。天皇、貴族から下級官人、防人、大道芸人などさまざまな身分の人々が詠んだ歌を外国
人にも分かりやすく理解できる内容になっている。 この度の新元号「令和」の発表により、『全文英訳万
葉集≪THE MAN’YO - SHU≫』の価値は高まりつつあり、神田外語グループは日本の新元号の起源
が外国人にも伝わる同著書を、今後も世界の人々に向け、発信していく。

SDGs（持続可能な開発目標）について分かりやすく学ぶ
「SDGs Awareness Week in the SALC」を開催

　6月24日（月）～28日（金）の5日間、SDGs（持続可能な開発目標）への関心を促す「SDGs 
Awareness Week in the SALC」を開催した。国際・社会問題に対してさまざまな活動を行ってい
る学生団体が、SDGsに関するイベント、ワークショップ、展示等を行い、参加者のSDGsについての
興味・関心を高めるとともに、日頃の活動をより多くの学生に紹介・共有することで、学生団体の活動
の輪を広げることを目的として企画された。
　LGBTについて考えるワークショップや環境問題に関するTED talksを放映し、ディスカッションを
行うなど、「人や国の不平等」「つくる責任、使う責任」について考える企画や、写真展示、チャリティ活
動報告、Fair Trade Tea Partyなど5日間でさまざまなイベントを行い、連日多くの学生や教職員
が参加した。

キャンパス全体にデジタル・サイネージ導入

　大学からの情報を的確に学生に伝えるため、キャン
パスのIT環境の整備充実とあわせて、学内28ヵ所にデ
ジタル・サイネージが導入された。これまで、学内で開
催される各種イベントや大学の最新情報が必ずしも効
果的に学生に提供・伝達されていないという課題が
あった。既に導入している学生ポータル、電子メール、
掲示などでは情報伝達に限界があり、新しいIT環境の
充実と学内情報の効果的な流通・伝達をめざしてデジ
タル・サイネージを導入することとなった。デジタル・サイネージの運用にあたっては、学生のほとん
どが利用しているSNSとあわせて情報発信することで、リアルタイム性や訴求力の向上を図ること
ができる。それらの機能を活用して、学生からの質問に対する回答、おすすめの図書などを定期的に
発信、あるいは SNSからの投稿によるコンテストなど双方向のやり取りも実現させる予定だ。本学は
今後も、教育環境の整備を積極的に行い、さらなる教育充実度の向上に取り組んでいく。

SDGs(Sustainable Development Goals)の理解を深める
PD講演会を開催

　5月22日（水）、「SDGs（持続可能な開発目標）」を主題
とするPD（Professional Development）講演会を実
施し、100名以上の本学教職員・学生（卒業生を含む）が
参加した。講演会は二部制で、第一部では、金沢工業大
学の平本督太郎SDGs推進センター長による「SDGsの
概念と動向」に関する講演会と、宮内孝久学長、石井雅章
言語メディア教育研究センター長を交えたパネルディス
カッションを行った。第二部では、金沢工業大学と本学の
学生・卒業生3名のファシリテーターによるSDGsカードゲーム体験ワークショップを行った。
　今回の講演会のテーマであるSDGsは、2015年の国連サミットで加盟国が合意した「持続可能な
開発目標」で、昨今、日本の経済界や教育界においてもSDGsの概念を企業理念や教育に取り入れる
流れが加速している。グローバル人材の育成をめざす本学においても、SDGsの概念を教育に取り
入れる試みとして「THE SDGs アクションカードゲームＸ（クロス）」を1年次に実施するFreshman 
Orientation Campや2年生対象のSophomore Winter Campで取り入れた。多種多様な他者
との協働により「誰一人取り残さない」SDGsの概念を考える、実り多きセッションとなった。この講演
会では教職員のみならず学生にも参加を呼びかけており、PDを通じて教職学協働の実現、大学間連
携の更なる発展をめざす。

「THE SDGs アクションカードゲームＸ（クロス）」とは
　「THE SDGs アクションカードゲームＸ（クロス）」は金沢工
業大学と株式会社リバースプロジェクトが共同開発した、ディ
スカッション形式のカードゲーム。カードはトレードオフカード
とリソースカードの二種類で構成され、リソースカードに書か
れた技術や製品、サービス等のリソースを二つ以上組み合わ
せ、SDGsに関連したさまざまなトレードオフ課題の解決策を
チームで考え、発表を行う。ゲームを通して楽しみながら
SDGsについて考え、問題解決のノウハウを実践的に身につけることができる。

萬葉集（英訳版）第一部 萬葉集三十二首梅花の歌（令和の起源に関する内容）全文英訳
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2018年度卒業式
2019年度入学式  挙 行

　3月16日(土)、2018年度神田外語大学大学院修了式、並びに外国語学部卒業式
が執り行われた。宮内孝久学長より、卒業生一人ひとりに4年間の努力の証である学
位記が授与され、式辞では「多様性と戯れる」「学習の持続力」「批判的に考える」とい
う3つの言葉が卒業生に贈られた。
　今回、初の試みとして、会場の左右１箇所ずつにLEDパネルが設けられ、観覧席か
らは見ることのできない学位記を受け取る卒業生一人ひとりの表情など、壇上の様
子が投影された。当日はあいにくの曇り空となったが、晴れ着姿の卒業生で会場は華
やかな雰囲気に包まれ、大学生活を共に過ごした友人や、お世話になった教職員との
別れを惜しむ姿が見られた。
　また4月2日（火）には、新入生たちを祝福するかのように桜が咲き誇るなか、2019
年度神田外語大学入学式が執り行われた。第1部は英米語学科とタイ語専攻、第2部
ではインドネシア語専攻とスペイン語専攻の先輩学生が司会を務め、日本語と専攻
語の両言語を用いて進行された。
　宮内学長は式辞にて、本学の建学の理念である「言葉は世界をつなぐ平和の礎」に
ふれ、「平和な世界を築くには言葉とコミュニケーションが基本となる」と述べた後、

「SDGs（持続可能な開発目標）のような地球規模の問題に関心をもち、感性を鋭くし
て広い視野で物事を考える力を身につけてほしい。大学４年間を通じ、常に自分の付
加価値を最大化することを意識してください」と新入生たちを激励された。最後には
佐野元泰理事長より「充実した悔いのない学生生活を送ってください。アクションを
起こしていくのはあなた自身です。本日はご入学おめでとうございます」と祝辞が贈
られ閉式となった。

▪2018年度卒業生総数793名▪2018年度卒業生総数793名
（2019年3月16日現在）

外国語学部 778名

英米語学科 402名

中国語学科/専攻 38名

韓国語学科/専攻 35名

インドネシア語/ベトナム語/タイ語専攻 45名

スペイン語学科/専攻 57名

ブラジル・ポルトガル語専攻 28名

国際コミュニケーション学科 173名

大学院　言語科学研究科 15名

博士前期課程英語学専攻 10名

博士前期課程日本語学専攻 5名

▪教育職員免許取得者／▪教育職員免許取得者／
　日本語教員養成課程修了者／　日本語教員養成課程修了者／
　児童英語教員養成課程修了者／　児童英語教員養成課程修了者／
　�Certificate�Program�in�Japan�　�Certificate�Program�in�Japan�
Studies修了者Studies修了者

教育職員免許取得者 47名

日本語教員養成課程修了者 18名

児童英語教員養成課程修了者 11名

Certificate Program in Japan Studies修了者 2名

▪2019年度入学者総数�1,042名▪2019年度入学者総数�1,042名
（2019年4月2日現在）

外国語学部 1,030名

英米語学科 426名

アジア言語学科 184名

イベロアメリカ言語学科 144名

国際コミュニケーション学科 226名

2年次編入 19名

3年次編入 31名

大学院　言語科学研究科 12名

博士前期課程英語学専攻 4名

博士前期課程日本語学専攻 8名

 2019年度 入試結果
▪プレゼンテーション型入試▪プレゼンテーション型入試

学科 募集人員 志願者 受験者 合格者 実質倍率
アジア言語学科 9 29 28 9 3.1
イベロアメリカ言語学科 7 53 52 18 2.9
2学科合計 16 82 80 27 3.0 
▪公募学校推薦入試▪公募学校推薦入試

学科 募集人員 志願者 受験者 合格者 実質倍率
英米語学科 60 108 108 96 1.1 
アジア言語学科 17 43 43 26 1.7 
イベロアメリカ言語学科 13 44 44 23 1.9 
国際コミュニケーション学科 23 38 38 38 1.0 
4学科合計 113 233 233 183 1.3 
▪自己推薦入試▪自己推薦入試

学科 募集人員 志願者 受験者 合格者 実質倍率
英米語学科 40 249 245 76 3.2 
アジア言語学科 30 121 120 34 3.5 
イベロアメリカ言語学科 22 76 76 27 2.8 
国際コミュニケーション学科 20 85 83 30 2.8 
4学科合計 112 531 524 167 3.1 
▪英語資格特別選抜入試▪英語資格特別選抜入試

学科 募集人員 志願者 受験者 合格者 実質倍率
英米語学科 若干名 7 7 3 2.3 
国際コミュニケーション学科 若干名 4 4 3 1.3 
2学科合計 若干名 11 11 6 1.8 
▪一般入試▪一般入試

入試区分 学科 募集
人員

志願
者

受験
者

合格
者

実質
倍率

全学科統一
入試

英米語学科 50 557 542 144 3.8 
アジア言語学科 23 338 333 88 3.8 
イベロアメリカ言語学科 17 229 225 63 3.6 
国際コミュニケーション学科 24 399 391 109 3.6 
4学科合計 114 1,523 1,491 404 3.7 

Ⅰ期入試

英米語学科 80 612 586 169 3.5 
アジア言語学科 46 335 328 63 5.2 
イベロアメリカ言語学科 32 250 245 45 5.4 
国際コミュニケーション学科 45 508 486 100 4.9 
4学科合計 203 1,705 1,645 377 4.4 

Ⅱ期統一入試

英米語学科 20 249 229 22 10.4 
アジア言語学科 5+若干名 213 204 39 5.2 
イベロアメリカ言語学科 5+若干名 100 94 11 8.5 
国際コミュニケーション学科 7+若干名 210 195 11 17.7 
4学科合計 37 772 722 83 8.7 

センター利用
入試〈前期〉
（2科目）

英米語学科 100 753 751 209 3.6 
アジア言語学科 24 407 405 89 4.6
イベロアメリカ言語学科 21 243 243 60 4.1
国際コミュニケーション学科 44 528 528 114 4.6 
4学科合計 189 1,931 1,927 472 4.1 

センター利用
入試〈前期〉
（3科目）

英米語学科

※1

599 598 220 2.7 
アジア言語学科 312 312 76 4.1 
イベロアメリカ言語学科 190 190 49 3.9 
国際コミュニケーション学科 522 521 142 3.7 
4学科合計 1,623 1,621 487 3.3 

センター利用
入試〈前期〉
（4科目）

英米語学科

※1

111 111 59 1.9 
アジア言語学科 82 82 32 2.6 
イベロアメリカ言語学科 30 30 17 1.8 
国際コミュニケーション学科 75 75 28 2.7 
4学科合計 298 298 136 2.2 

センター利用
入試〈後期〉
（2科目）

英米語学科 10 41 41 6 6.8 
国際コミュニケーション学科 5 32 32 4 8.0 
2学科合計 15 73 73 10 7.3 

センター利用
入試〈後期〉
（3科目）

英米語学科 ※2 27 27 6 4.5 
国際コミュニケーション学科 28 28 4 7.0 
2学科合計 55 55 10 5.5 

※1　募集人員は、センター利用入試〈前期〉（2科目）に含まれます。
※2　募集人員は、センター利用入試〈後期〉（2科目）に含まれます。

浜風祭、ホームカミングデー開催浜風祭、ホームカミングデー開催浜風祭、ホームカミングデー開催についてについてについて

　3月29日(金)、本学留学生別科とIES（International 
Education Services）の開講式（入学式）を挙行し、留学生
別科49名、IES24名の新入生が参加した。
　留学生別科在学生代表として、セビーリャ大学（スペイ
ン）の交換留学生Lopez Romero Pabloさんから「サーク
ルやイベントに参加するなど、日本人学生と同じように生活
してみることをおすすめします。そうすることで日本の習慣
を理解することができます。これから一緒に日本での生活
を楽しみましょう」と歓迎のスピーチが贈られた。
　それを受けて、留学生別科新入生代表でハノイ大学（ベト
ナム）の交換留学生、Hoang Thu Trangさんは「日本語の
勉強はもちろんのこと、たくさんの友だちを作って日本で
の生活を楽しみたいです」と抱負を述べた。
　最後に、授業を担当する留学生別科の先生方にご挨拶い
ただき、開講式は終了した。本学では、留学生と日本人学生
が共に学べる授業や制度を用意し、国際交流の機会提供に
取り組んでいる。

　福島県天栄村の国際研修センター「ブリ
テッシュヒルズ」で例年実施されている新入
生対象のFreshman Orientation Camp（1
泊2日）が、4月4日（木）～29日（月）の期間で
実施された。新入生は、本学の2年生以上の
先輩学生によって組織されるFOC学生運営
委員会が考案したアイスブレークアクティビ
ティにより緊 張 を ほぐした 後 、「 K U I S 
WORKSHOP」「学長と語ろう」「先生と語ろう」

「先輩と語ろう」などのセッションに参加した。
各セッションを通して、在学中に達成するべき語学目標を設定し、これからの大学生活に向けての
準備を行った。また、最終日にはSDGsについて考えるカードゲーム「THE SDGs アクションカード
ゲームＸ（クロス）」を行い、SDGsを普段から意識することの重要性を学んだ。
　2月中旬から下旬にかけての期間には、2年生を対象としたSophomore Winter Campを、ブ
リティッシュヒルズ（1泊2日）と本学キャンパスの2カ所で実施し、300名以上の学生が参加した。
このキャンプは4年間の大学生活の中間となる時期に、入学時に設定した学習目標の到達状況を
振り返り、卒業に向けて修正するとともに、キャリア開発を通じて「将来のキャリアを自らデザイン
する」ことを目的としている。参加学生は「学長セッション」や「LIFE DESIGN WORKSHOP」

「MEET YOUR CAREER」などのセッションを通して、これまでの大学生活を振り返るとともに、残
りの学生生活と進路選択のヒントや卒業後のキャリアを見据えた就職活動に関するアドバイスを
もらいながら自身の将来について考えた。

2019年度「第33回浜風祭」は10月26日(土)・27日(日)に開催します。
また、「第15回ホームカミングデー」は2019年度内に開催する予定です。
詳細は神田外語大学同窓会Twitter・Facebookをご確認ください。
ご来校をお待ちしております。

2019年度4月期 留学生別科・IES開講式(入学式)を挙行 Freshman Orientation Camp, 
Sophomore Winter Campを実施

お問合せ

特典

〒101-0047�東京都千代田区内神田2-13-9�神田外語本部ビル3階　　神田外語キャリアカレッジ　担当　三好
電話�：�03-3254-7100　/　Email�：�kgcc@kifl.ac.jp　　TEL受付時間�：�月〜金9:30〜18：00

ご紹介者特典あり ： 10,000円QUOカード進呈ご紹介者特典あり ： 10,000円QUOカード進呈 ※ご契約成立時

神田外語キャリアカレッジ
あなたの職場に講師講師を派遣派遣致します!!

【英語研修】 ビジネス英語
 Eメールライティング
 ミーティング＆テレカンファレンス等

【外国人社員向け日本語研修】 生活日本語＆ビジネス日本語
 日本のビジネスマナー等

【非言語研修】 異文化理解
 グローバルチームビルディングin KUIS等



　本学大学院言語科学研究科は、東京キャンパスに英語学専攻MA�TESOLプログラム（修士課程）を置
き、千葉幕張キャンパスに日本語学専攻�日本語学コース/日本語教育学コース（修士課程）と言語科学専攻
（博士課程）を置いています。それぞれのキャンパスで、大学院説明会、講演会、入学試験を実施しています。
2016年、MA�TESOLプログラムは、文部科学省「職業実践力育成プログラム�（BP）」に認定されました。

・・・・・・ 大学院からのお知らせ ・・・・・・

■大学院言語科学研究科　https://www.kandagaigo.ac.jp/kuis/grad/　
■お問い合わせ　神田外語大学 言語科学研究科　Email : infograd@ml.kuis.ac.jp　英語学専攻 TEL:03-3254-3586（月・木〜日 11：00〜18：00）　日本語学専攻TEL:043-273-1320（月〜金 11：00〜18：00）

【2年制課程（共通科目+学科の特色あるカリキュラムで学ぶ）】
英語専攻科、アジア／ヨーロッパ言語科（フランス語コース、スペイン語コース、中国語コース、
韓国語コース、インドネシア語コース、ベトナム語コース、タイ語コース）、国際ビジネスキャリア科、
児童英語教育科、国際エアライン科（キャビンアテンダントコース、グランドスタッフコース）、
国際観光科、国際ホテル科

【2年制課程（学科独自のカリキュラムで学ぶ）】
グローバルコミュニケーション科、留学科（海外大学3年次編入コース、コミュニティカレッジコース）

【1年制課程（1年間で基礎力を身につける）】
英語基礎養成科

入試センター　  0120-815-864（フリーダイヤル）　TEL : 03-3258-5838お問い合わせ

語学力と専門スキル、そして異文化を理解する心を持ち、世界各国で活躍できる人材を育成しています。語学力と専門スキル、そして異文化を理解する心を持ち、世界各国で活躍できる人材を育成しています。
空港や、国内外のホテル、企業内英語関連部署、観光関連、児童英語教育の現場や国際ビジネスの世界空港や、国内外のホテル、企業内英語関連部署、観光関連、児童英語教育の現場や国際ビジネスの世界
で、6万人以上の卒業生が活躍しています。神田外語大学へ編入学できる唯一の専門学校です。で、6万人以上の卒業生が活躍しています。神田外語大学へ編入学できる唯一の専門学校です。

★神田外語いしずゑ会〔本人・兄弟・姉妹〕入学金返還制度あり

神田外語学院（Kanda Institute of Foreign Languages）
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Ⅱ期 出願期間 2019年12月12日（木）～1月9日（木） 試験日 2020年1月25日（土）

Ⅲ期 出願期間 2020年2月10日（月）～2月20日（木） 試験日 2020年2月27日（木）

日本語学専攻　［千葉］

英語学専攻　［東京］

 昇　任  
英米語学科 教授 小林　真記
英米語学科 教授 伊藤　泰子
アジア言語学科中国語専攻 教授 白銀　志栄
国際コミュニケーション学科国際コミュニケーション専攻　 准教授 神崎　正哉
体育・スポーツセンター 准教授 小関　清美
体育・スポーツセンター 准教授 朴　ジョンヨン

 退　任  
英米語学科 教授 ティモシー・マーフィー
アジア言語学科中国語専攻 語学専任講師 全　民
アジア言語学科タイ語専攻 教授 青木　ひろみ

アジア言語学科タイ語専攻 特任教授 重冨　スパポン
イベロアメリカ言語学科ブラジル・ポルトガル語専攻　 語学専任講師 アリーネ・アントゥーネス
国際コミュニケーション学科 教授 土田　宏成
ＥＬＩ 語学専任上級講師 アントン・ロイドウィリアムズ
ＥＬＩ 語学専任上級講師 アンバー・バール
ＥＬＩ 語学専任上級講師 リーシン・トゥ
ＥＬＩ 語学専任上級講師 ロレイン・キプリング
ＥＬＩ 語学専任上級講師 スチュアート・チャンピオン
ＥＬＩ 語学専任上級講師 ジャクリーン・ハローチェック
ＥＬＩ 語学専任上級講師 ロバート・スマイズ
日本研究所 講師 マーク・ウィンチェスター
日本研究所 講師 ロマン・パシュカ
グローバル・コミュニケーション研究所 研究員 今　千春

Gregory Glasgow
（グレゴリー グラスゴー）

①英米語学科／准教授
②アメリカ
③Greetings, Kanda students! 

I look forward to meeting 
you and supporting you as 
much as possible as you 
prepare to make important 
plans for your lives in the 
future. Best of luck for the 
new academic year.

Crystal Rose-Wainstock
（クリスタル ローズウェンス
トック）
①ELI/語学専任講師
②アメリカ
③Hello! My name is Crystal. I am 

from Minnesota in the USA. I 
have been teaching English for 
about seven years, and I really 
enjoy helping students reach 
their learning goals. I live near 
Makuhari with my husband and 
son. Nice to meet you!

Gustavo Meireles
（グスターボ メイレレス）

①イベロアメリカ言語学科ブラ
ジル・ポルトガル語専攻／語
学専任講師

②ブラジル
③ M a k e  t h e  m o s t  o f  y o u r 

university experience and always 
remember that trying new things 
can open a world of possibilities! 
I look forward to supporting you 
in this exciting time in your life.

Daniel Sykes
（ダニエル サイクス）

①ELI/語学専任講師
②カナダ
③Hello! My name is Daniel 

and I'm from Canada. I’m 
looking forward to meeting 
you and helping you to 
r e a c h  y o u r  g o a l s  i n 
English.

Eric Buck
（エリック バック）

①ELI/語学専任講師
②カナダ
③I’m really excited to be 

your teacher and I hope 
we’ll have a great time 
together! Let’s have fun 
t a l k i n g  a n d  l e a r n i n g 
English!

Jonathan McNair
（ジョナサン マックネアー）

①ELI/語学専任講師
②アメリカ
③Hey everyone! My name is 

Jonathan and I’m looking 
forward to meeting you all!

Ewen MacDonald
（ユーエン マクドナルド）

①ELI/語学専任講師
②ニュージーランド
③Kia ora, I’m Ewen from 

N e w  Z e a l a n d .  I ’ m 
interested in sport, travel, 
h i k i n g ,  n a t u r e ,  a n d 
language learning. I look 
forward to talking with you 
around Building 8!

Mark Beattie
（マーク ビーティ）

①ELI/語学専任講師
②北アイルランド
③Hello everyone, I  look 

forward to meeting you all 
and  s tudy ing  Eng l i sh 
together. Work hard & play 
hard. 

Mike Kettle
（マイク ケトル）

①ELI/語学専任講師
②ウェールズ
③Hello! My name is Mike 

and I’m excited to start a 
great adventure at KUIS 
with all of you. I enjoy 
music, especially playing 
the guitar, and hope to 
bring more rhythm and 
rhyme into your lives. 

Phillip Bennett
（フィリップ ベネット）

①SALC/講師・ラーニングアド
バイザー

②アメリカ
③Yo! What’s up?! Let’s have 

a great language learning 
journey!

Tanya Kelly
（タニヤ ケリー）

①ELI/語学専任講師
②オーストラリア
③Keep trying new things and 

don’t be afraid to make 
mistakes. Mistakes are 
how we learn and grow! 

近藤 光雄
（こんどう みつお）

①アジア言語学科中国語専攻/
語学専任講師

②日本
③使える中国語をいっしょに楽

しく身につけましょう。みなさん
ぜひMULCへ遊びに来てくだ
さい。

鷲澤 拓也
（わしざわ たくや）

①アジア言語学科ベトナム語 
専攻/語学専任講師

②日本
③新たな言語を一つ学ぶと、世

界が一つ広がるということを、
伝えられたら嬉しいです。

　よろしくお願いします。

大森 優
（おおもり ゆう）

①アカデミックサクセスセンター
/講師

②日本
③自分の言葉が誰かに伝わる

嬉しさを知ることから、世界は
大きく広がります。

　「伝わる」言葉を、一緒に見つ
けましょう。

和田 理寛
（わだ みちひろ）

①アジア言語学科タイ語専攻/
　講師
②日本
③大学は知の遊園地。受験勉

強が嫌いだった人でも大丈
夫。読書、レポート、調査、卒
論に乗って、子供のときの知
的好奇心を取り戻そう。

上原 由美子
（うえはら ゆみこ）

①留学生別科/講師
②日本
③このきれいなキャンパスでみ

なさんといっしょに勉強した
り、楽しい時間を過ごしたいと
思います。

Gordon Myskow
（ゴードン ミスコウ）

①大学院言語科学研究科MA 
TESOLプログラム/准教授・ 
アシスタントディレクター

②カナダ
③Greetings from the Tokyo 

MA TESOL program Office! 
I hope to see you there.

神田外語大学教員人事 新規任用（4月1日付） ①所属　②出身　③コメント

British HillsBritish HillsBritish Hillsからのご案内からのご案内からのご案内

上記以外にも各種プランをご用意しております。詳しくはホームページをご覧ください。

ホームページ  http://www.british-hills.co.jp/
ブリティッシュヒルズ　TEL0248-85-1313ご予約・お問い合わせ

★この夏もブリティッシュヒルズを満喫！
高原のさわやかな涼風を感じながら、この夏もブリティッ
シュヒルズで過ごしてみませんか。豊かな自然に囲まれ
た英国の雰囲気あふれる環境で、ぜひ滞在をお楽しみ
ください。皆さまのお越しをお待ちしております。

ご宿泊プランのご案内
● 料金：おひとり様 ￥22,000〜（1泊2食付・税サ込）

出願期間 2019年12月2日（月）～1月15日（水） 試験日 2020年1月26日（日）
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お問い合わせ一覧　各部署へ直接お問い合わせください。
■受付時間

※8月3日（土）から8月18日（日）は、夏季休業期間とさせていただきます。

平　日
  9時00分〜11時10分
12時10分〜17時15分

土曜日
9時00分〜11時30分

お問い合わせ内容 部署名 電話番号
科目履修、成績 教務課 043-273-1320

留学 国際交流課 043-273-1615
学生生活や奨学金、

各種証明書 学生課 043-273-2948

就職、進路 キャリア教育センター 043-273-1598

お問い合わせ内容 部署名 電話番号
学生相談、

カウンセリング メディカルセンター 043-273-1495

授業料の納入 総務部 043-273-1322

図書館の利用 図書館 043-273-1192

入試、イベント 広報部 043-273-2826

神田外語大学の「教育力」の高さが評価

　5月19日(日）、学生主催のチャリティイベント「第15回幕チャリ」が開催された。
　「幕チャリ」は学生が大学、地域住民、企業、自治体などと連携し、「気軽にできる社会貢
献システムを幕張から日本に広める」というミッションのもと2005年に始まった。例年、本
学の学生ボランティア団体「神田外語大学CUP（Create Universal Peace）」が主催して
おり、15回目となる今回は、これまでのチャリティ精神と伝統を継承しつつ、さまざまなア
プローチのチャリティ・イベントをめざしたものとなった。
　恒例のチャリティ・フリーマーケットやオークション、屋台のほか、ラグビーワールドカッ
プイヤーに合わせた「ラグビー教室」の開講や「キャンドル作製体験ブース」など、大人から
子供まで楽しめる多数のイベントが開催され、多くの人々で賑わった。また1号館前のス
テージでは和太鼓サークル神樂やフラメンコ舞踊部Las☆Bakandasなど、6つの部活・
サークルがパフォーマンスを行い、多くの観客を魅了した。
　当日は幕チャリのほか、「第3回コミュニティ・オープン・デイ」や、国際交流・国際協力団
体による雑貨・フェアトレード品の販売などを行う「国際フェスタCHIBA」、神田外語グルー
プの学生や教職員、提携を結んでいる千葉工業大学の学生が参加した「神田外語大学春
季スポーツ大会」なども同時開催された。

　神田外語グループはこの夏、全国3都市（東京・静岡・大宮）で「GLOBAL SUMMER SEMINAR 2019」「英語教育公開講座
2019」を開催する。
　高校生を対象とした「GLOBAL SUMMER SEMINAR 2019」では全国の外語大学が連携し、語学のスキルアップや異文化交
流のヒントなど、コミュニケーションスキルを磨く講座が満載の1DAYセミナーを開講。
　また、「英語教育公開講座2019」では「令和時代の新しい授業形態」をテーマに、小・中・高におけるアクティブラーニングや
CLIL、英語4技能試験対策やICTの活用等、現場で役立つ講座を開講する。

GLOBAL SUMMER SEMINAR 2019
対象：高校生　参加費：無料

英語教育公開講座2019
対　象 ：  小学校・中学校・高等学校の先生方、 

英語教育関係者、 
英語・英語教育に関心のある方

受講料 ：  1講座2,000円(税込)

「第3回 高校生東南アジア小論文コンテスト」開催
本学の創立30周年記念事業の一環としてはじまった、高校生東南
アジア小論文コンテストは、今年で第3回を迎える。第2回となった
昨年は、全国の高校生から1,231作品が寄せられた。コンテスト応
募者は、「インドネシア」「ベトナム」「タイ」の3部門の中から興味のあ
る写真・記事を一つ選び、1,000～1,200字の小論文にまとめる。 
応募は1部門につき1点となっているが、複数部門（最大3部門）での
応募も可能。

［募集期間］2019 年 7 月 1 日（月）～9 月 13 日（金）
［応募資格］全国の高等学校に在学中の生徒 ※締切日時点
※ 高等専門学校、中等教育学校、海外の学校等については、高等

学校に相当する学年に在学する生徒
［応募詳細］https://www.kandagaigo.ac.jp/essaycontest/

「第15回幕チャリ」開催！

「GLOBAL SUMMER SEMINAR 2019」「英語教育公開講座2019」開催！

　イギリスの高等教育専門誌「THE（Times Higher Education）」
がベネッセグループとのパートナーシップに基づいて作成した

「THE世界大学ランキング日本版 2019」に於いて、本学は総合
で34位、私立大学の中では7位にランクインした。このランキン
グは、これまで見えにくかった日本の大学における「教育力」に焦
点を当て、学生の学びの質や成長性に注目し、「教育リソース」

「教育充実度」「教育成果」「国際性」の4分野16項目を指標とし
て作成されている。分野別ランキングでは、「教育充実度」が5位、

「国際性」が19位という結果になった。
　また、「THE大学インパクトランキング2019」のSDG4「質の
高い教育をみんなに」では日本で1位、世界で62位にランクイン
した。THE大学インパクトランキングは国連が掲げるSDGs（持
続可能な開発目標）に対する社会貢献度を可視化し、SDGs17
項目のうち大学に関する11項目をランキングしたものである。
　開学以来、「高度な語学運用能力」と「グローバル社会で活躍
するためのコミュニケーション能力」を身につけた人材育成に注
力してきた結果が評価されたかたちとなった。

THE 世界大学ランキング 
−日本版2019−

私立大学
順位

総合
順位 大学名

1 11 国際基督教大学
2 13 早稲田大学
3 14 慶應義塾大学
4 17 上智大学
5 27 立命館アジア太平洋大学
6 33 立命館大学
7 34 神田外語大学
8 35 同志社大学
9 36 東京理科大学

10 37 関西学院大学
11 41 立教大学

41 豊田工業大学
13 44 芝浦工業大学
14 48 学習院大学

THE 大学インパクトランキング SDG別ランキング 国内TOP10
SDG 順位 大学 設置区分

SDG4
質の高い
教育を

みんなに

62 神田外語大学 私立
101-200 京都大学 国立
101-200 鳥取大学 国立
101-200 宇都宮大学 国立
201-300 広島大学 国立
201-300 金沢大学 国立
201-300 慶應義塾大学 私立
201-300 関西学院大学 私立
201-300 三重大学 国立
201-300 大阪大学 国立

THE 大学インパクトランキング2019 
〜SDG4 質の高い教育をみんなに〜

総合

教育充実度

世
界

SDG別ランキング
SDG4部門

国際性

7

1 62

34
5位 19位

位

私
立
大
学

日
本
国
内

位

位

位

〈開催日・会場〉
8月  4日（日） 東京　神田外語学院 〈開催終了〉
8月19日（月） 静岡　グランシップ
8月27日（火） 大宮　ソニックシティ 

〈主催〉  全国外大連合(関西外国語大学、神田外語大学、
京都外国語大学、神戸市外国語大学、東京外国
語大学、長崎外国語大学、名古屋外国語大学 ※
50音順)

〈講座の詳細〉 https://gss-2019.com/

〈開催日・会場〉 
7月27日（土）28日（日） 東京　神田外語学院 〈開催終了〉
8月19日（月） 静岡　グランシップ
8月27日（火） 大宮　ソニックシティ

〈講座の詳細〉  www.kandagaigo.ac.jp/eikyo/


